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１．調査概要 

１－１．調査目的 

 香川大学は、2021年10月に「D&I推進宣言」を行い、D&I推進の基本方針を定め、2022年4月には、男女共同参画

推進室をダイバーシティ推進室へ改組し、D&I推進委員会を設置して、D&Iに関する様々な施策を実施している。

また、2023年3月には、男女共同参画、性の多様性の尊重、障害者支援、多文化共生の4分野の「D&I推進に向けて

のガイドライン」を定め、誰もが活躍できるキャンパスの実現を目指している。本調査は、D&Iを推進していくた

めに、全構成員（学生・教職員）を対象として、大学における課題を抽出し、今後の事業展開につなげることを

目的として実施した。 

 

１－２．調査方法 

Microsoft Formsを用いたオンライン調査 

 
１－３．調査対象 

2026年6月1日時点で、在籍する学生及び教職員（非常勤教職員、再採用職員を含む）9,611名 

 
１－４．調査期間 

2026年6月１日(月)～6月30日(火) 

 

１－５．調査項目 

属性などの基本事項、D&I関連施策・施設の認知度、D&Iに関する用語の理解度、D&Iに関する教育や研修の受講

経験、D&Iに基づいた大学運営など「D&I推進に向けてのガイドライン」で定めた4分野に沿って記述欄（学内のみ

限定公開）を設けた。 

 

１－６．回答率 

2026年6月30日までの回答を有効回答として分析した。 

学生563票／回答率9％、教職員398票／13％ 
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2．アンケート結果 

 

２－１．回答者属性 

２－１－１ 学生 

【学年別回答状況】 

学年別では、学部1年の回答率（18％）が最も多く、次いで学部2年(17%)、学部3年、学部4年以上、大学院では

10％未満と昨年度同様に低い回答率となった。以下、図表内の( )内数値は、昨年度度数を示す。 

 

 

 回答数では、学部2年生が昨年度に比べて大きく増加しており、全体の回答数が増加している。 

 

 

 

 

 

学年・課程別 現員 回答数 回答率 

学部1年 1,287(1,291) 238(315) 18% (24%) 

学部2年 1,297(1,294) 222(23) 17% (2%) 
 学部3年 1,314(1,331) 59(41) 4% (3%) 

学部4年以上 1,747(1,719) 24(62) 1% (4%) 

大学院修士課程・博士前期課程 533(508) 13(27) 2% (5%) 

大学院博士課程・博士後期課程 250(250) 2(7) 1% (3%) 

大学院専門職学位課程 104(96) 5(8) 5% (8%) 

その他 － －(2) －  

合計 6,532(6,489)  563(485) 9% (7%) 

学年・課程別 
2022年度

(N=1,882) 

2023年度

(N=2,091) 

2024年度

(N=７44) 

2025年度

(N=485) 

2026年度

(N=563) 

学部1年 707 664 356 315 238 

学部2年 447 417 114 23 222 

学部3年 319 403 86 41 59 

学部4年以上 257 388 118 62 24 

大学院修士課程・博士前期課程 94 151 38 27 13 

大学院博士課程・博士後期課程 25 33 11 7 2 

大学院専門職学位課程 26 21 14 8 5 

その他 7 14 7 2 0 

合計 1882 2,091 744 485 563 
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【学部・研究科別回答状況】 

所属学部別では、法学部の回答率が41％と最も多く、次いで、経済学部（20％）であった。また、所属研究科

では、全て５％未満であった。以下、図表内の( )内数値は、昨年度度数を示す。 

  

 

学部別回答者比率は、法学部・経済学部が昨年度より高くなり、それ以外の学部については昨年度よりも低下

しており回答率が5％を下回っている。 

 

 

 

 

 

学生の所属 現員 回答数 回答率 

教育学部 695(706) 11(256) 2% (36%) 

法学部 690(700) 283(26) 41% (4%) 

経済学部 1,116(1,110) 223(69) 20% (6%) 

医学部 1,039(1,034) 5(34) 0.4% (3%) 

創造工学部（工学部） 1,466(1,448) 17(35) 1% (2%) 

農学部 639(637) 8(27) 1% (4%) 

創発科学研究科 395(364) 9(12) 2% (3%) 

法学研究科 0(1) 0(0) － (0%) 

経済学研究科 0(1) 0(1) － (100%) 

工学研究科 8(19) 0(0) 0% (0%) 

医学系研究科 241(242) 2(8) 1% (3%) 

農学研究科 139(131) 2(2) 1% (2%) 

教育学研究科 31(23) 1(0) 3% (0%) 

地域マネジメント研究科 73(73) 2(15) 3% (21%) 

その他／空白 － － －  

合計 
6,532(6,489) 

〔学部のみ 5，645〕(5,635) 

563(485) 

〔学部のみ543〕(447) 

9%(7%) 

〔学部のみ 10%〕(8%) 

学年・課程別 
2022年度

(N=1,882) 

2023年度

(N=2,091) 

2024年度

(N=７44) 

2025年度

(N=485) 

2026年度

(N=563) 

教育学部 27% 35% 40% 36% 2% 

法学部 27% 29% 9% 4% 41% 

経済学部 53% 33% 16% 6% 20% 

医学部 41% 58% 5% 3% 0.4% 

創造工学部（工学部） 16% 20% 4% 2% 1% 

農学部 16% 34% 7% 4% 1% 
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回答者の性別は、女性が49.5％を占め、男性が47％、その他（どちらでもない）が0.5％、回答しないが

3％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別(学生）

男性 女性 どちらでもない 回答しない

（N=563)

男性
47％女性

49.5％

回答しない
３％

どちらでもない
0.5％
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２－１－２ 教職員 

  教職員の回答率は、教員は20%、役員・職員は10％であった。また、教員の所属では、農学部の回答率が60％

と最も多く、次いで、法学部（35％）、地域マネジメント研究科（33％）であった。役員・職員の所属では、

農学部の回答率が51％で最も多く、次いで創造工学部（38%）、大学本部（37％）であった。以下、図表内の

( )内数値は、昨年度度数を示す。 

職種別 員数 回答数 回答率 

教員 848(846) 167(217) 20% (26%) 

役員（学長・理事・監事）・職員 2,231(2,170) 231(236) 10% (11%) 

合計 3,079(3,016) 
 

398(453) 13% (15%) 

教員（部局別） 員数 回答数 回答率 

教育学部（附属学校含む） 196(196) 45(31) 23% (16%) 

法学部 23(24)  8(11) 35% (46%) 

経済学部 40(39) 10(6) 25% (15%) 

地域マネジメント研究科 15(13) 5(4) 33% (31%) 

医学部 189(194)  21(30) 11% (15%) 

医学部附属病院 160(153)  4(15) 3% (10%) 

創造工学部 90(89)  23(57) 26% (64%) 

農学部(附属農場含む) 57(57)  34(37) 60% (65%) 

学内共同教育研究施設等（図書館、博物

館、機構、拠点、インターナショナルオフィス、保健管

理センター等含む） 
78(81)  17(26) 22% (32%) 

合計 848(846) 167(217) 20% (26%) 

役員・職員（部局別） 員数 回答数 回答率 

幸町地区統合事務センター、教育学部（附

属学校含む）、法学部、経済学部、地域マ
ネジメント研究科 

99(96)  26(23) 26% (24%) 

医学部 359(337)  24(21) 7% (6%) 

医学部附属病院  1,300(1,269)  3(30) 0.2% (2%) 

林町地区統合事務センター、創造

工学部 
61(56) 23(30) 38% (54%) 

農学部（附属農場含む） 57(57)  29(26) 51% (46%) 

学内共同教育研究施設等（図書館、博物

館、機構、拠点、インターナショナルオフィス、保健管

理センター等含む） 

74(69)  22(17) 30% (25%) 

大学本部（役員含む） 281(286)  104(89) 37% (31%) 

合計 2,231(2,170)  231(236) 10% (11%) 
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回答者比率については、教員及び役員・職員の両職種別において減少している。 

回答者の性別は、男性が48％、女性が41.0％、その他（どちらでもない）が１％、回答しないが10％であっ

た。 

 

 

 

 

 

 

性別（教職員）

男性 女性 どちらでもない 回答しない

どちらでも
ない1％

回答しない
10％

女性
41％

男性
48％

（N=398)

 

52%

35%

41%

22%

26%

11%

20%

10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

教員

役員・職員

職種別回答者比率
2026年度(N=398   ) 2025年度(N=453) 2024年度(N=808) 2023年度(N=2,964)
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２－２．D&I関連施策・施設の認知度 

  D&I関連施策・施設の認知度について「内容まで知っている」「あることは知っている」「知らない」の3択

でたずねた。 

 

学生の認知度（「内容まで知っている」「あることは知っている」の合計）で最も高かったのが、「グロー

バルカフェ」で、続いて「多目的トイレ」、「保健管理センター」、「ダイバーシティ推進室」、「バリアフ

リー支援室」、となった。一方、認知度が50％未満だった項目としては、「くるみん（マーク）」、「D&Iフェ

スタ（月間）」、「ピア・サポーター」、「多目的（礼拝）室」が挙げられた。また、認知度は項目によって

上昇する項目があれば、下降する項目も見られた。前年度と比較して10ポイント以上認知率が上昇した項目と

しては「D&Iマスター制度」、「ダイバーシティ推進室」が、前年度と比較して10ポイント以上認知率が下降し

た項目としては「ピア・サポーター」、「多目的（礼拝）室」であった。 

 

教職員の認知度では、「保健管理センター」、「多目的トイレ」が最も高く、「留学生センター」、「グロ

ーバルカフェ」、「バリアフリー支援室」、「ダイバーシティ推進室」といったD&I関連施設は、いずれも90％

を超える認知率を記録した。認知率が50％を下回った項目はなく、学生と比較して、学内の施策・施設につい

て、より満遍なく認知されており、全体的に認知度が上昇している。 
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【学生】2023-26年度の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

D&Iマスター制度（2026）
D&Iマスター制度（2025）

D&Iフェスタ（月間）(2026)
D&Iフェスタ(2025)
D&Iフェスタ(2024)
D&Iフェスタ(2023)

くるみん(マーク)(2026)
くるみん(マーク)(2025)
くるみん(マーク)(2024)
くるみん(マーク)(2023)
ピアサポーター(2026)
ピアサポーター(2025)
ピアサポーター(2024)
ピアサポーター(2023)
多目的(礼拝)室(2026)
多目的(礼拝)室(2025)
多目的(礼拝)室(2024)
多目的(礼拝)室(2023)

グローバルカフェ(2026)
グローバルカフェ(2025)
グローバルカフェ(2024)
グローバルカフェ(2023)

多目的トイレ(2026)
多目的トイレ(2025)
多目的トイレ(2024)
多目的トイレ(2023)

保健管理センター(2026)
保健管理センター(2025)
保健管理センター(2024)
保健管理センター(2023)
留学生センター(2026)
留学生センター(2025)
留学生センター(2024)
留学生センター(2023)

バリアフリー支援室(2026)
バリアフリー支援室(2025)
バリアフリー支援室(2024)
バリアフリー支援室(2023)

ダイバーシティ推進室(2026)
ダイバーシティ推進室(2025)
ダイバーシティ推進室(2024)
ダイバーシティ推進室(2023)

D&I推進に向けてのガイドライン(2026）
D&I推進に向けてのガイドライン(2025）

D&I推進に向けてのガイドライン(2024)
D&I推進に向けてのガイドライン(2023)

D&I推進宣言・推進の基本方針(2026)
D&I推進宣言・推進の基本方針(2025)
D&I推進宣言・推進の基本方針(2024)
D&I推進宣言・推進の基本方針(2023)

学内の施策・施設の認知度（学生）2023-2026

内容までは知っている あることは知っている 知らない
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【教職員】2023-26年度の比較 
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くるみん(マーク)(2023)
ピアサポーター(2026)
ピアサポーター(2025)
ピアサポーター(2024)
ピアサポーター(2023)
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保健管理センター(2026)
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バリアフリー支援室(2026)
バリアフリー支援室(2025)
バリアフリー支援室(2024)
バリアフリー支援室(2023)

ダイバーシティ推進室(2026)
ダイバーシティ推進室(2025)
ダイバーシティ推進室(2024)
ダイバーシティ推進室(2023)

D&I推進に向けてのガイドライン(2026)
D&I推進に向けてのガイドライン(2025)
D&I推進に向けてのガイドライン(2024)
D&I推進に向けてのガイドライン(2023)

D&I推進宣言・推進の基本方針(2026)
D&I推進宣言・推進の基本方針(2025)
D&I推進宣言・推進の基本方針(2024)
D&I推進宣言・推進の基本方針(2023)

学内の施策・施設の認知度（教職員）2023-26

内容までは知っている あることは知っている 知らない
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 ２－３．D&Iに関する用語の理解度 

  D&I関連用語の理解度について、「用語の説明ができる」「聞いたことはあるが、説明できない」「聞いたこ

とがない」の3択でたずねた。 

学生の理解度のうち、「用語の説明ができる」「聞いたことはあるが、説明できない」の合計が90％を超え

ているのは、「ダイバーシティ」、「LGBTQ」、「バリアフリー」、「ユニバーサルデザイン」、「多文化共

生」、「ワーク・ライフ・バランス」の６つである。中でも、「バリアフリー」、「ユニバーサルデザイ

ン」、「ワーク・ライフ・バランス」は「用語の説明ができる」という回答が8割を超えている。一方、理解度

が低いのが「SOGI」で5割以上、「エクイティ」、「アンコンシャス・バイアス」で4割以上が「聞いたことが

ない」と回答している。 

年度間比較については、「インクルージョン」、「SOGI」、「合理的配慮」で下降が見られたが、「ダイバ

ーシティ」、「バリアフリー」、「ユニバーサルデザイン」、「ワーク・ライフ・バランス」では高止まり傾

向にあり、全体を通してみると、用語の理解度が高まっている。 

 

教職員については、「用語の説明ができる」「聞いたことはあるが、説明できない」の合計が90％を超えて

いるのは、「ダイバーシティ」、「LGBTQ」、「バリアフリー」、「ユニバーサルデザイン」、「合理的配

慮」、「多文化共生」、「ワーク・ライフ・バランス」の７つであり、特に「バリアフリー」については100％

となっている。一方、理解度が低いのが、「エクイティ」で、約4割が「聞いたことがない」と回答している。 

年度間比較によると、「SOGI」といった理解度が低かった項目について、前年度と比較して10ポイント前後

の理解度の増加が記録されていることから、全般的な理解度は上昇しつつある。 
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【学生】2023-26年度比較 
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合理的配慮(2026)
合理的配慮(2025)
合理的配慮(2024)
合理的配慮(2023)

ユニバーサルデザイン(2026)
ユニバーサルデザイン(2025)
ユニバーサルデザイン(2024)
ユニバーサルデザイン(2023)

バリアフリー(2026)
バリアフリー(2025)
バリアフリー(2024)
バリアフリー(2023)

LGBTQ(2026)
LGBTQ(2025)
LGBTQ(2024)
LGBTQ(2023)

SOGI(2026)
SOGI(2025)
SOGI(2024)
SOGI(2023)

インクルージョン(2026)
インクルージョン(2025)
インクルージョン(2024)
インクルージョン(2023)

エクイティ(2026)
ダイバーシティ(2026)
ダイバーシティ(2025)
ダイバーシティ(2024)
ダイバーシティ(2023)

用語の説明（学生）2023-26

用語の説明ができる 聞いたことはあるが、説明できない 聞いたことがない
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【教職員】2023-26年度比較 
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ジェンダーギャップ指数(2026)
ジェンダーギャップ指数(2025)
ジェンダーギャップ指数(2024)
ジェンダーギャップ指数(2023)

アンコンシャス・バイアス(2026)
アンコンシャス・バイアス(2025)
アンコンシャス・バイアス(2024)
アンコンシャス・バイアス(2023)
ポジティブ・アクション(2026)
ポジティブ・アクション(2025)
ポジティブ・アクション(2024)
ポジティブ・アクション(2023)

ワーク・ライフ・バランス(2026)
ワーク・ライフ・バランス(2025)
ワーク・ライフ・バランス(2024)
ワーク・ライフ・バランス(2023)

多文化共生(2026)
多文化共生(2025)
多文化共生(2024)
多文化共生(2023)
合理的配慮(2026)
合理的配慮(2025)
合理的配慮(2024)
合理的配慮(2023)

ユニバーサルデザイン(2026)
ユニバーサルデザイン(2025)
ユニバーサルデザイン(2024)
ユニバーサルデザイン(2023)

バリアフリー(2026)
バリアフリー(2025)
バリアフリー(2024)
バリアフリー(2023)

LGBTQ(2026)
LGBTQ(2025)
LGBTQ(2024)
LGBTQ(2023)

SOGI(2026)
SOGI(2025)
SOGI(2024)
SOGI(2023)

インクルージョン(2026)
インクルージョン(2025)
インクルージョン(2024)
インクルージョン(2023)

エクイティ(2026)
ダイバーシティ(2026)
ダイバーシティ(2025)
ダイバーシティ(2024)
ダイバーシティ(2023)

用語の説明（教職員）2023-26

用語の説明ができる 聞いたことはあるが、説明できない 聞いたことがない
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２－４．D&Iに関する教育や研修の受講経験 

  ダイバーシティ推進室では、2022年4月より「D&I入門」を全学共通科目で開講し、授業評価アンケートにお

いても高評価を得ている。 

  過去1年以内の学習経験について、2026年度は「D&I（男女共同参画、性の多様性の尊重、障害者支援、多文

化共生）に関する授業等を受けたことがある」「受けたことがない」「分からない」の項目の回答でたずね

た。その結果、「受けたことがない」「分からない」との回答が、学生で362人（64％）、教職員で224人

（56％）を占めた。 

【学生】 2022－26年度比較 
  

男女共同参画 性の多様性尊重 障害者支援 多文化共生 D&I関連科目 受けたことがない 分からない 

2022

年 

受講率（％） 31% 31% 32% 23% ― 48% ― 

回答数 

（N=1882) 

592 578 605 425 ― 901 ― 

2023

年 

受講率（％） 26% 27% 27% 21% ― 55% ― 

回答数（N=2091) 543 557 558 435 ― 1159 ― 

2024

年 

受講率（％） 20% 18% 20% 14% 12% 63% ― 

回答数（N=744) 148 133 151 106 87 466 ― 

2025

年 

受講率（％） 30％ 56％ 

 

14％ 

回答数（N=485) 144 270 

 

71 

 2026

年 

受講率（％） 36％ 50％ 

 

14％ 

回答数（N=563) 201 

 

285 

 

77 

 ※2025年度から個別の項目ごとの設問ではなく、全体に対する設問となっているため、回答結果をまとめた形としている。 

【教職員】2022－26年度比較 

※2025年度から個別の項目ごとの設問ではなく、全体に対する設問となっているため、回答結果をまとめた形としている。 

2026年度の調査においては、新入生と在学生の受講率の差についても同様に分析を行った。在学生より新入生の
方が、わずかではあるが受講率が高い結果となった。 

  
男女共同参画 性の多様性尊重 障害者支援 多文化共生 D&I関連研修 受けたことがない 分からない 

2022

年 

受講率（％） 16% 8% 22% 6% ― 69% ― 

回答数（N=1059) 174 89 228 61 ― 732 ― 

2023

年 

受講率（％） 16% 13% 25% 7% ― 63% ― 

回答数（N=1182) 191 154 290 80 ― 743 ― 

2024

年 

受講率（％） 43% 15% 23% 6% 12% 46% ― 

回答数（N=808) 349 124 188 52 100 373 ― 

2025

年 

受講率（％） 47％ 43％ 

 

10％ 

回答数（N=453) 214 194 53 

 2026 

  年 

受講率（％） 44% 50% 6% 

 回答数（N=398) 174 201 23 
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【学生】新入生－在学生比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
受けたことがある 受けたことがない 分からない 

新入生 受講率

（％） 

39% 50% 11% 

回答数

（N=238) 

93 120 25 

在学生  受講率

（％） 

33% 51% 16% 

回答数

（N=325) 

108 165 52 
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 ２－５．D&Iに基づいた大学運営 

  「香川大学は、構成員（学生・教職員）の多様な個性や価値観、考え方を尊重した運営をしていると考えて

いるか」という設問に対し、回答の肯定的バイアスを抑制するために、「十分に尊重している」から「全く尊

重をしていない」までの7段階でたずねた。 

  学生の回答は、「十分に尊重している」（13％）、「尊重している」（34％）、「やや尊重している」

（26％）であった。一方、「あまり尊重していない」、「尊重をしていない」、「全く尊重をしていない」の

合計は、6％だった。教職員の回答は、「十分に尊重している」（7％）、「尊重している」（34％）、「やや

尊重している」（25％）であった。一方、「あまり尊重していない」、「尊重をしていない」、「全く尊重を

していない」の合計は、10％だった。 

学生も教職員も、「尊重している（十分に尊重～やや尊重）」と回答する割合が前年度に比べて減少してい

るが、教職員の年度間比較によると、「十分に尊重している」、「尊重している」と肯定的に答える構成員は

若干増加傾向にある。また、「どちらともいえない」という回答はそれほど変化がない。 
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1%

0%
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教職員2022年度(N=1,059)

教職員2023年度(N=1,182)

教職員2024年度(N=808)

教職員2025年度(N=453)

教職員2026年度(N=398)

学生2022年度（N＝1,882）

学生2023年度（N＝2,091）

学生2024年度（N＝744）

学生2025年度（N＝485）

学生2026年度（N＝563）

「尊重した大学運営」に関する回答
2022-26（学生・教職員）

十分に尊重している 尊重している やや尊重している どちらともいえない

あまり尊重していない 尊重をしていない 全く尊重をしていない
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２－６．男女共同参画の改善に関するご意見 

  2－6以降は、「D&I推進に向けてのガイドライン」に定める4分野に沿って質問をし、具体的な記述欄（学内限

定で公開）を設けた。また、障害者支援に関しては、相談窓口で取り組んでほしい企画についても尋ねてい

る。 

 「男女共同参画に関して学内で改善したらよいと思われることがあれば記入してください。」という設問に対

し、具体的な記述があったのは、学生23人（4％）、教職員84人（21％）であった。 

【学生】                        【教職員】 

 

２－７．性の多様性の尊重の改善に関するご意見 

 「性の多様性の尊重に関して学内で改善したらよいと思われることがあれば記入してください。」という設問

に対し、具体的な記述があったのは、学生29人（5％）、教職員54人（14％）であった。 

【学生】                                       【教職員】 

21%

79%

男女共同参画の改善に関する
ご意見

あり なし
（N=398） 

4%

96%

男女共同参画の改善に関する
ご意見

あり なし
（N=563） 

14%

86%

性の多様性の尊重の改善に関
するご意見

あり なし

5%

95%

性の多様性の尊重の改善に
関するご意見

あり なし （N=563） （N=398） 
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２－８．障害者支援の改善に関するご意見 

 「障害者支援に関して、学内で、改善したら良いと思うことがあれば、具体的な内容について記入してくださ

い。」という設問に対し、具体的な記述があったのは、学生53人（9％）、教職員80人（20％）であった。 

【学生】                                          【教職員】 

 

 

２－９．バリアフリー支援室の取り組みに関するご意見 

「バリアフリー支援室で取り組んでほしい企画はあれば、具体的な内容について記入してください。」という

設問に対し、具体的な記述があったのは、学生18人（3％）、教職員53人（13％）であった。 

【学生】                                            【教職員】 

  

9%

91%

障害者支援の改善に関する
ご意見

あり なし

3%

97%

バリアフリー支援室の取り組み
に関するご意見

あり なし

（N=563） 

（N=563） 

20%

80%

障害者支援の改善に関する
ご意見

あり なし （N=398） 

13%

87%

バリアフリー支援室の取り組み
に関するご意見

あり なし （N=398） 
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２－１０．多文化共生に対するご意見 

「香川大学の学内環境（授業、施設、制度、教職員や学生の理解など）は、多様な文化的背景を持つ学生・教

職員が快適に過ごせるものになっていると思いますか。ご意見がある場合は、具体的な内容を記入してくださ

い。」という設問に対し、具体的な記述があったのは、学生17人（3％）、教職員59人（15％）であった。 

 

【学生】                                          【教職員】 

 

 

２－１１．アンケート結果まとめ 

① 学生は昨年度に比べて若干回答率が上がったが、教職員においては回答率が更に低下している。学生は、学

部3年生以上の回答率は5％以下となっている。また、学部・研究科間の偏りも大きく、法学部の41％、経済

学部の20%が調査に回答していた一方で、その他の学部・研究科の回答率は、全て5％未満だった。 

教職員のうち教員は、部局別の偏りが大きく、農学部の60%が回答していたが、その他の回答率が35％以

下となっている。役員・職員は全体的に回答率が低下している。 

② 学生・教職員に共通して施策・施設の認知度／各用語の理解度は概ね増加傾向にあった。今年度新たに用語

として追加した「エクイティ」については、学生、教職員とも約6割が説明できるか知っているという回答

であった。 

③ 「多様性を尊重した大学運営」の評定については、昨年度から若干下降気味ではあるがそれほど大きな差は

なかった。 

④ 「D&I推進に向けてのガイドライン」の4分野について、記述欄形式に設問を設けたところ、教職員について

は昨年度に比べて全ての内容で高い回答率となっている。 

 

  

3%

97%

多文化共生に対するご意見

あり なし （N=563） 

15%

85%

多文化共生に対するご意見

あり なし （N=398） 
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３．おわりに 

全学調査を５年間実施することにより、香川大学の D&Iに関する傾向と課題を顕在化することができた。 

まず、５年間実施して、例年問題となるのが調査の回答率の低さ (2026年度は学生9％、教職員13％)、と

回答者の偏りである。本調査は、質問数が多く、デリケートな質問も含まれており、負担感を軽減することが

困難である。しかし、回答率が低いと、非回答者の答えが回答者と違っていた場合、調査結果に大きな誤差が

出る可能性があり、調査結果に偏りが出て、真実と乖離してしまう可能性が高くなる。調査の信憑性を向上さ

せるために、引き続き、調査の回答率の向上を目指す工夫が（６割以上の回答率）必要である。調査方法を検

討するなどして、回答されやすい仕組みを考えたい。 

つぎに、D&I関連施策・施設の認知度、D&Iに関する用語の理解度については、一部減少したものはあるが、

全体的には増加傾向がみられた。D&Iに関する用語の理解度については、D&I関連用語解説をHPに掲載し、前

回の調査に引き続き、2026年度においても全学調査の終了ページに、当室HPの「D&I関連用語解説」へのリン

クを貼り、D&Iに関する用語を調査終了後すぐ学べるような工夫を行なっている。次年度の調査においてもさ

らなる向上効果を期待している。 

また、D&Iに基づいた多様性を尊重した大学運営に関しては、「尊重している（十分に尊重～やや尊重）」

と肯定的に答える構成員が5年間を通して概ね上昇傾向にあり、2026年度の調査では、肯定的意見が学生

73%、教職員66％であった。これは、ダイバーシティ推進室が、D&Iフェスタ（月間）の開催、D&I関連科目の

開講、D&I推進ムーブメントの紹介などの啓発活動を実施した効果が表れていると考えられる。 

さらに、D&Iに関する教育や研修の受講率は、前回の調査と同等程度の割合で推移している。学生について

はD&I関連科目が一定程度浸透していること、教職員についてはD&I月間をはじめとしたD&I推進の取り組み

を実施していることがその要因として考えられる。一方で、更なる受講率向上の対策については検討する必要

がある。2024年度から全構成員を対象とした「D&Iマスター制度」が開始されているが、その認知度は、学生

で53％、教職員で56％に留まっている。引き続き、４月の新入生ガイダンスや6月開催のD&I月間などを活用

して制度について関心を持ってもらう必要がある。D&Iマスター取得率の向上に向けて、制度の内容や取得す

るメリットについて、学生・教職員の理解促進を図っていく。ガイドラインの4分野に沿った記述欄への回答

（学内のみ限定公開）については、関係部署で対応を検討し、D&I施策に反映していく。 

 

 


